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◆ キーワード　十和田の伝説／『三国伝記』／『来歴集』／八郎太郎譚／三匹のイワナ

「
十
和
田
の
伝
説
」
考 

│
八
郎
太
郎
譚
を
中
心
に
│ 

　
　

附　
『
来
歴
集
』「
十
曲
沼
」
の
全
文
翻
刻

阿 

部　

幹 

男

は
じ
め
に

北
奥
に
位
置
す
る
十
和
田
湖
は
、
コ
バ
ル
ト
色
の
水
を
た
た
え
る
神
秘
に

み
ち
た
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
。
こ
の
一
帯
は
火
山
地
帯
で
、
近
く
の
八
甲
田

連
峰
は
今
も
噴
煙
を
あ
げ
て
い
る
。
十
和
田
湖
も
、
延
喜
十
五
年
（
九
一
五
）

七
月
四
日
に
未
曽
有
の
大
噴
火
を
起
し
た
。
そ
の
影
響
は
西
日
本
に
も
お
よ

び
、
上
空
に
運
ば
れ
た
火
山
灰
の
影
響
で
、
翌
七
月
五
日
、
十
和
田
湖
か
ら

八
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
都
で
も
、「
午
前
五
時
か
ら
七
時
、
陽
に
睴
き
な
し
、

そ
の
貌
月
に
似
た
り
」
と
、
陽
光
異
常
現
象
が
観
測
さ
れ
た
こ
と
が
『
扶ふ
そ
う桑

略り
ゃ
く
き記』

第
廿
三
、
延
喜
十
五
年
七
月
五
日
の
条
に
記
さ
れ
て
い（
１
）（
２
）

る
。

北
奧
の
人
び
と
は
、
古
来
こ
の
十
和
田
湖
を
青
龍
大
権
現
の
す
む
霊
地

と
し
て
崇
め
て
き
た
。
近
世
こ
の
地
方
の
巫ふ
げ
き覡

に
よ
っ
て
、
霊
地
に
ま
つ

わ
る
古
浄
瑠
璃
風
の
縁
起
『
十
和
田
の
本
地
』（
総
称
）
が
創
出
さ
れ
、
盲

僧
た
ち
が
こ
れ
を
語
り
広
め
、
人
び
と
は
お
お
い
に
享
受
し
て
い
た
。
こ

の
〈
あ
ら
す
じ
〉
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

昔
、
糠ぬ
か
ぶ部

地
方
に
南な
ん
ぞ
う
ぼ
う

蔵
坊
と
い
う
修
験
者
が
お
っ
た
。
南
蔵
坊
は
衆
生

済
度
の
た
め
、
家
族
や
婚
約
者
（
お
豊と
よ
）
と
義
絶
し
、
弥み
ろ
く
ぼ
さ
つ

勒
菩
薩
の
出

世
に
会
い
、
悟
り
を
得
る
こ
と
を
願
い
、
紀
州
熊
野
山
に
籠
り
厳
し
い

千
日
修
行
を
し
た
。
す
る
と
枕
に
熊
野
権
現
が
立
ち
、「
奥
州
の

言こ
と
わ
け
や
ま

両
山
を
訪
ね
、
片
方
の
草
鞋
が
吊
る
し
て
あ
る
と
こ
ろ
を
住
処
に
せ

よ
。
さ
す
れ
ば
願
い
が
叶
う
。」
と
の
お
告
げ
と
共
に
、
片
方
の
草
鞋
が

あ
た
え
ら
れ
た
。
南
蔵
坊
は
回
国
修
行
し
、
や
が
て
言
両
山
に
分
け
入

り
、
片
方
の
草
鞋
を
み
つ
け
、
そ
こ
に
住
み
始
め
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
は
イ
ワ
ナ
を
食
べ
て
大
蛇
に
な
っ
た
十
和
田
湖
の

主
・
八
之
太
郎
が
お
り
、
住
処
を
め
ぐ
り
壮
絶
な
戦
い
が
お
こ
っ
た
。

八
之
太
郎
は
、
八
大
龍
王
の
眷
属
の
加
勢
を
た
の
み
襲
撃
す
る
が
、
南

蔵
坊
は
こ
れ
を
撃
退
。
太
郎
は
つ
い
で
第
六
天
魔
王
に
助
勢
を
乞
い
、

派
遣
さ
れ
た
阿あ
じ
ゃ
ら

闍
羅
王
の
大
軍
団
と
再
攻
撃
。
南
蔵
坊
も
日
本
の
神
々

や
四
天
王
の
加
勢
を
え
て
大
合
戦
の
上
、
魔
王
軍
を
も
排
撃
。
つ
い
に

太
郎
は
八
頭
の
大
蛇
と
正
体
を
あ
ら
わ
し
南
蔵
坊
に
襲
い
か
か
る
。
南

蔵
坊
も
九
頭
龍
と
な
り
、
三
日
三
夜
に
わ
た
る
大
激
闘
。
熊
野
権
現
の
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加
護
の
も
と
、
つ
い
に
南
蔵
坊
が
勝
ち
、
血
ま
み
れ
の
八
郎
は
黒
雲
に

乗
り
逃
げ
去
っ
た
。

や
が
て
南
蔵
坊
は
、
お
告
げ
に
し
た
が
い
湖
に
棲
む
端
麗
な
龍
女
と
契

り
湖
に
入
り
、
十
和
田
山
青
龍
大
権
現
と
あ
ら
わ
れ
、
四
十
九
院
か
ら

な
る
豪
華
絢
爛
た
る
宮
殿
を
建
立
し
て
、
こ
こ
で
弥
勒
菩
薩
の
出し
ゅ
っ
せ世

を

待
っ
て
い
る
と
。
二
人
が
唱
え
る
法
華
経
の
声
が
湖
の
中
か
ら
今
も
聞

こ
え
る
と
い
う
。

 

＊
こ
の
縁
起
で
は
「
八
郎
太
郎
」
を
「
八
之
太
郎
」
と
称
す
。

こ
れ
を
下
に
、
鹿か
づ
の角

の
羽
黒
派
修
験
・
柴
内
不
動
院
よ
っ
て
「
略
縁
起
」

が
編
み
出
さ
れ
、
さ
ら
に
天
保
頃
に
は
浄
土
宗
の
教
義
に
そ
っ
た
読
本
風

『
十
和
田
山
神
教
記
』
も
創
り
出
さ
れ
た
。
今
日
つ
た
わ
る
伝
説
は
、
こ
れ

ら
三
系
統
の
縁
起
が
混
然
と
交
ざ
り
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
３
）

こ
の
『
十
和
田
の
本
地
』
は
、
わ
が
国
の
語
り
物
縁
起
の
中
で
も
、
ド

ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
（
作
劇
法
）
は
群
を
抜
い
て
お
り
、
荘
厳
か
つ
華
麗
さ
に

充
々
て
い
る
。
拙
論
は
、
こ
の
縁
起
の
礎
と
な
っ
た
「
古
伝
」
に
つ
い
て

八
郎
太
郎
譚
を
中
心
に
検
討
し
、
そ
の
宗
教
的
・
歴
史
的
意
味
を
論
究
し

た
も
の
で
あ
る
。

一　

古
伝
を
も
と
め
て 

―『
三
国
伝
記
』と
の
関
係
―

　

１
『
三さ
ん
ご
く
で
ん
き

国
伝
記
』

こ
の
縁
起
の
原
拠
は
、室
町
時
代
の
仏
教
説
話
集
『
三
国
伝
記
』
の
「
釈

難
蔵
得
不
生
不
滅
事
」
で
あ
る
こ
と
は
、
識
者
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る（
４
）。『

三
国
伝
記
』（
以
下
『
伝
記
』
と
も
記
す
。）
と
は
、
応
永
末
年

（
一
四
二
八
）
頃
に
、
近
江
善
勝
寺
の
玄げ
ん

棟と
う

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
漢
文
体

で
記
さ
れ
た
説
話
集
で
あ
る
。
全
一
二
巻
、
各
巻
三
〇
話
、
合
計
三
六
〇

話
か
ら
成
る
。
こ
の
第
巻
十
二
第
十
二
話
、「
播
州
書し
ょ
し
ょ
や
ま

写
山
の
法
華
経
の

持
経
者
の
難
蔵
は
、
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
現
わ
れ
る
弥
勒
菩
薩
を
待

つ
た
め
、
龍
女
と
契
っ
て
自
身
も
龍
蛇
の
身
に
な
っ
て
池
に
入
っ
た
」
と

い
う
説
話
で
あ
る
。
縁
起
と
の
共
通
性
は
疑
う
余
地
は
な
い
。

『
伝
記
』
の
説
話
は
内
典
外
典
よ
り
撰
ん
だ
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
説
話

は
出
典
が
不
明
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
全
国
各
地
に
あ
っ
た
天
台
談だ
ん
ぎ
し
ょ

義
所

の
回
廊
（
ネ
ッ
ト
）
上
で
掬
い
上
げ
ら
れ
た
説
話
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

今
を
去
る
こ
と
六
〇
〇
年
以
前
に
、
縁
起
の
原
型
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
た
だ
し
『
伝
記
』
の
説
話
で
は
、
主
人
公
は
「
播
磨
書
写
山

の
難
蔵
」
で
あ
り
、「（
彼
は
）
言
両
山
へ
行
き
、
山
の
頂
上
に
あ
る
池
…
」

と
み
え
、「
十
和
田
湖
」
と
は
記
さ
れ
て
な
い
。

『
三
国
伝
記
』
は
説
話
内
容
の
豊
潤
さ
に
よ
り
、
寛
永
十
四
年

（
一
六
三
七
）
に
京
都
の
書し
ょ
し肆

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
度
々
刊
行
さ

れ
、
教
養
書
と
し
て
知
識
人
を
中
心
に
巷
間
で
も
読
ま
れ
て
い
た
。

　

２
『
来ら
い
れ
き
し
ゅ
う

歴
集
』（
旧
南
部
家
蔵
書
）

一
方
在
地
で
は
、「
古
伝
」
つ
ま
り
浄
瑠
璃
化
さ
れ
る
以
前
、
ど
の
よ
う

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
世
に
遡
る
史
料
に
は
見
え
な
い
。

よ
う
や
く
二
七
〇
年
以
上
も
下
っ
た
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
三
月
に

編
纂
さ
れ
た
『
来
歴
集
』
に
「
十と
わ
た
ぬ
ま

曲
沼　

亦
十
和
田
」
と
し
て
登
場
す
る（
５
）。
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編
者
は
盛
岡
藩
の
祐
筆
・
藤ふ
じ

根ね

吉よ
し
む
ね品

で
あ
る
。
そ
の
〈
あ
ら
す
じ
〉
は
、

「
家
族
や
婚
約
者
と
義
絶
し
」
と
い
う
浄
瑠
璃
化
で
付
与
さ
れ
た
部
分
を
除

く
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
基
本
文
献
あ
る
の
で
末
尾
に
全
文
を
付
し
た
。

編
者
は
『
三
国
伝
記
』
を
読
ん
で
い
た
。
そ
の
上
で
「
三
國
傳
記
（
略

載
之
）、 

中
古
有
釋
難
蔵
坊
者
…
」
と
、『
伝
記
』
の
本
文
を
抜
粋
簡
略
化

し
て
紹
介
し
つ
つ
、
か
つ
割
注
を
も
っ
て
「
古
傳
曰
、
額
田
嶽
熊
野
山
十

瀧
寺
住
職
也
、
幼
字
糠
部
麿
」
と
か
、「
出
生
は
糠
部
郡
三
戸
永
福
寺
内
六

供
の
一
つ
蓮
花
坊
の
住
侶
」
で
「
戸
賀
村
霊
験
堂
は
難
蔵
坊
の
建
立
」
と

の
在
地
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
「
是
傳
寫
之
誤
、
可
作
陸
奥
」
と

自
己
の
見
解
も
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
名
「
額
田
」
と
し
て
三
ヶ
所
を

挙
げ
て
い
る
。
常
陸
の
奴ぬ

加か

太た

は
、
現
在
の
茨
城
県
那
珂
市
額
田
付
近
で

あ
ろ
う
。
久
慈
川
の
右
岸
に
位
置
し
て
左
岸
に
は
古
刹
・
沈ち
ん

石せ
き

寺じ

が
あ
る
。

越
後
の
加か

久く

太た

は
、
新
潟
県
西
蒲
原
郡
巻
町
の
角
田
山
付
近
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
陸
奥
の
額
田
は
「
奥
州
額
部
訓
加か

宇う

多た

也
」
と
。
こ
れ
は
「
額
部

＝
糠
部
」
や
「
奴
可
嶽
」
を
も
っ
て
糠カ
ウ
ダ壇

の
嶽
八
峰
（
八
甲
田
）
と
確
定

し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
刮
目
す
べ
き
は
、『
来
歴
集
』
に
は
「
古
伝
」
と
し
て
「
八
郎
太

郎
譚
」
と
「
一
片
草
鞋
譚
」
が
あ
ら
た
に
加
え
ら
れ
た
点
に
あ
る
。
ま
た
、

つ
ぎ
の
事
項
は
確
認
を
し
て
置
き
た
い
。『
伝
記
』
で
は
、
龍
女
は
十
曲
沼

の
池
主
で
あ
り
、八
頭
の
大
蛇
は
奴
可
嶽
の
池
主
で
あ
る
こ
と
を
。『
伝
記
』

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

女
ノ
云
ク
、
妾
ガ
棲
ハ
此
ノ
池
也
。
吾
ハ
池
ノ
主
ノ
龍
女
也
。
―
中

略
― 

有
時
女
、
難
蔵
ニ
向
テ
云
ケ
ル
ハ
、
此
ノ
山
ノ
西
、
奴
可
ノ
巓

ト
云
所
ニ
池
ア
リ
。
此
ノ
言
両
ノ
巓
ヲ
去
ル
事
三
里
ナ
リ
。
彼
ノ
池

ニ
八
頭
の
大
蛇
ア
リ
。
我
ヲ
妻
ト
シ
テ
一
月
ノ
間
上
十
五
日
ハ
奴
可

ノ
池
ニ
住
ミ
、
下
十
五
日
此
池
ニ
ス
メ
バ
、 

―
中
略
― 

威
勢
尽
終
、

小
身
ニ
成
、
元
奴
可
ノ
池
ニ
ゾ
入
ニ
ケ
ル

一
方
「
古
伝
」
は
、「
然
ル
ニ
十
和
田
沼
、
舊
ヨ
リ
有
雌
龍
無
雄
龍
、
八
龍

入
池
為
之
夫
婦
、
是
大
同
二
年
八
月
也 

云
々
」
と
記
す
。
こ
の
「
八
郎
太

郎
の
八
龍
」
と
「
奴
可
巓
の
八
頭
の
大
蛇
」
は
同
一
で
は
な
い
こ
と
を
。

ま
た
「
東（
つ
が
る
）

風
流
云
」
と
し
て
、
猿さ
る
が賀

山
神
宮
寺
な
ど
の
古
寺
社
が
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
寺
院
が
南
蔵
坊
譚
と
深
い
関
係
あ
る
こ
と
を
物
語

ろ
う
と
し
た
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
「
東
風
流
」
と
は
『
東
日

流
記
』
を
さ
す
の
か
、
地
名
を
さ
す
の
か
分
明
で
は
な
い
。

青
森
市
油
川
の
熊
野
宮
の
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
棟
札
に
は
、
永
禄

二
年
（
一
五
五
九
）
の
再
興
の
こ
と
が
書
か
れ
、
裏
書
に
「
金
光
寺
持
国
天

北
斗
寺
妙
見
大
菩
薩
建
立
以
後　

熊
野
山
十
二
所
大
権
現
勧
請
十
彎
寺
南
蔵

坊　

時
勧
進
小
幡
東
覚
坊
」
と
み
え
る
。
ま
た
『
津
軽
一
統
志（
６
）』

附
巻
「
津

『来歴集』「十曲沼 亦十和田」
（もりおか歴史文化館蔵）
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軽
郡
中
名
字
」
は
、
北き
た
ば
た
け
あ
き
い
え

畠
顕
家
の
末
裔
が
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜

五
五
）
に
作
成
し
た
支
配
地
の
台
帳
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
節
に
、

津
軽
と
糠ヌ
カ

部ノ
ブ

の
境
、
糠カ
ウ

壇ダ

の
嶽
に
湖
水
有
。
十ト
ワ

灣
之
沼
與
云
也
。
地

神
五
代
ニ
始
也
。
數
ケ
年
ニ
至
、
大
銅
年
計
賀
之
霊
験
堂
の
衆
徒
南

蔵
坊
云
法
師
、
八
龍
王
ヲ
追
出
シ
十
灣
の
沼
に
入
る
。
今
天
文
十
五

年
（
一
五
四
六
）
ま
で
及
八
百
余
歳
也
。

と
み
え
る
。『
津
軽
一
統
志
』
は
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
成
立
で
あ
る

の
で
「
天
文
十
五
年
」
の
信
憑
性
は
さ
て
置
き
た
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の

文
献
か
ら
も
「
古
伝
」
と
し
て
の
南
蔵
坊
伝
説
が
、
近
世
初
頭
に
は
北
奥

一
帯
に
広
ま
っ
て
い
た
様
相
が
ほ
の
か
に
覗
え
る
。

　

３
『
吾
妻
む
か
し
物
語
』

つ
ぎ
に
『
吾
妻
む
か
し
物
語（
７
）』

の
「
第
三　

難
蔵
坊
十
和
田
の
潟
に
入

蛇
道
に
落
る
事　

附
八
郎
太
郎
が
事　

并
古
傳
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
著

者
は
京
都
の
医
師
・
松ま
つ
い井

道ど
う

円え
ん

で
、
元
禄
の
初
め
漫
遊
の
杖
を
盛
岡
藩
に

曳
い
て
花
巻
に
逗
留
し
た
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
（
８
）

か
れ
は
漢
文
体
の
『
来

歴
集
』
を
書
下
し
文
に
し
、
そ
こ
に
私
見
を
あ
ら
た
に
挿
入
し
つ
つ
平
明

に
改
編
し
て
い
る
。
な
お
、
末
尾
の
付
さ
れ
た
漢
文
体
の
「
古
傳
」
は
、

『
来
歴
集
』「
十
和
田
」
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

彼
が
私
見
を
添
付
し
た
部
分
は
、
つ
ぎ
の
二
ヶ
所
で
あ
る
。

（
1 

）
し
か
れ
ば
眞
言
宗
の
僧
と
見
ゆ
、
さ
れ
ど
も
三
國
傳
記
に
は
播
州

書
寫
の
住
僧
と
あ
れ
ハ
天
臺
宗
に
や
、
い
づ
れ
か
詳
な
ら
ず
。

（
2 

）
か
ゝ
る
事
は
難
蔵
坊
の
み
な
ら
す
、
古
来
碩
学
多
才
の
智
識
に
も

有
事
に
や
、法
然
上
人
の
師
範
た
り
し
叡
山
并
榎
の
源
光
阿
闍
梨
は
、

三
諦
を
修
學
せ
し
に
、
空く
う
け假

の
二
諦
は
會
通
す
と
い
へ
ど
も
、
中
道

實
相
に
至
り
て
ハ
證
入
成
が
た
き
よ
つ
て
、
是
も
慈
尊
下
生
の
會
座

を
期
せ
ん
か
為
、
一
滴
の
水
を
掌
に
入
て
水
想
觀
に
住
し
、
蛇
身
と

成
て
遠
江
国
櫻
か
池
に
い
ら
れ
し
と
い
ひ
傳
へ
た
り

（
1
）
は
、
難
蔵
坊
が
盛
岡
藩
真
言
宗
永
福
寺
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
を
受

け
て
の
見
解
で
あ
る
。（
2
）
は
、『
伝
記
』
の
説
話
「
桜
ケ
池
」
と
も
ふ

か
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
周
知
の
と
お
り
「
桜
ケ
池
」

と
は

新
任
の
遠
江
国
守
が
京
か
ら
連
れ
て
き
た
美
女
・
桜
の
前
を
侍
ら
せ

て
池
の
畔
で
酒
宴
に
興
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
池
の
主
に
よ
っ
て
女
が

池
に
引
き
込
ま
れ
た
。
怒
っ
た
国
守
は
、
焼
石
を
投
入
れ
て
主
（
大

蛇
）
を
退
治
し
た
。
ま
た
そ
の
後
、
相
模
阿
闍
梨
快か
い

賢け
ん

と
い
う
法
華

経
の
持
経
者
が
、
弥
勒
の
出
世
に
会
い
た
い
と
、
屈
身
の
行
を
修
し

て
大
蛇
と
な
っ
て
こ
の
池
に
入
っ
た
。
彼
の
弟
子
の
法
然
上
人
が
下

向
の
折
、
こ
の
池
で
蛇
身
の
快
賢
と
対
面
し
た
。

と
い
う
説
話
で
、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
第
三
十
巻（
９
）に

も
、「
法
然
上
人

の
師
匠
で
あ
る
肥
後
の
阿
闍
梨
・
皇こ
う

円え
ん

が
弥
勒
と
の
値ち

遇ぐ

を
切
望
し
て
遠

江
の
桜
が
池
に
入
水
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
皇
円
」
は
『
扶
桑
略
記
』

の
著
者
で
も
あ
り
、こ
の
話
は
法
然
上
人
の
没
後
ま
も
な
く
成
立
し
た
『
源

空
上
人
私
日
記
）
10
（

』（
康
元
元
年
〈
一
二
五
六
〉
以
前
成
立
）
に
も
み
え
る
。

「
快
賢
」
は
三
井
寺
の
「
三
尾
大
明
神
の
祭
祀
由
来
）
11
（

」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
見
え
る
。
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天
暦
元
未
年
三
井
寺
の
山
内
に
、
琵
琶
の
秘
曲
を
弾
し
妙
音
幽
か
に

聞
ル
を
、
一
老
快
賢
大
僧
正
山
内
を
見
給
へ
ハ
、
岩
上
に
霧
深
く
掛

り
、
姿
現
せ
ず
声
有
て
、
当
山
守
護
の
龍
女
な
り
、〈
中
略
〉
琵
琶
を

岩
上
ニ
置
、
白
雲
ニ
乗
し
赤
蛇
の
か
た
ち
を
顕
し
て
、
湖
中
ニ
入
ニ

け
る
、（
快
賢
）
僧
正
、
宮
を
営
み
、
琵
琶
を
納
め
、
逆
髪
（
蝉
丸
）

妙
音
三
尾
大
明
神
と
崇
メ
、
三
井
寺
奥
の
院
鎮
主
と
成
給
ふ

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
皇
円
」
で
も
「
快
賢
」
で
も
な
く
、
黒
谷
の
慈

眼
坊
こ
と
「
叡
山
并
榎
の
源げ
ん
こ
う光

阿
闍
梨
」
と
み
え
る
。『
月つ
き
か
る
も
し
ゅ
う

刈
藻
集
』
に

は
、
蛇
身
と
な
っ
た
の
は
「
肥
後
ノ
阿
闍
梨
源
光
」
と
み
え
る
の
で
、
こ

こ
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
よ

）
14
）（
13
）（
12
（

う
。

　

４　

菅
江
真
澄
日
記　

こ
の
記
録
か
ら
九
〇
年
以
上
経
っ
た
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
と
文
化

四
年
（
一
八
〇
四
）
に
、
菅
江
真
澄
も
こ
の
伝
説
を
精
力
的
に
収
集
し
て

い
る
。
真
澄
は
「
十
曲
の
湖
」）

15
（

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
八
月
二
十
日
条

の
最
初
の
部
分
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

む
か
し
、
み
か
し
ほ
の
は
り
ま
の
国
な
る
書
潟
山
の
麓
に
、
ほ
く
ゑ

経
を
あ
け
く
れ
ず
ん
じ
け
る
法
の
師
あ
り
。
名
を
難
蔵
と
い
ふ
。
い

つ
ま
で
も
な
が
ら
ふ
命
あ
り
て
慈
尊
（
弥
勒
菩
薩
）
の
御
世
に
あ
ひ

奉
ら
ま
く
、
泊
瀬
寺
に
こ
も
り
、
ひ
た
い
の
り
経
よ
み
し
か
ば
、
常

陸
の
国
と
出
羽
の
国
と
の
あ
は
ひ
に
水
湖
あ
り
、
そ
れ
に
い
た
れ
と
。

こ
や
、
陸
奥
と
常
陸
と
を
『
三
国
伝
記
』
と
い
ふ
ふ
み
に
は
か
い
あ

や
ま
れ
り
。
ま
さ
し
き
夢
の
み
さ
が
の
あ
る
に
ま
か
せ
て
水
海
の
へ

た
に
い
た
り
、
ひ
た
ぶ
る
ほ
く
ゑ
経
を
、
く
ひ
物
を
た
ち
て
、
よ
み

し
を
り
か
ら
、
―（
中
略
）― 

か
く
て
八
頭
の
を
ろ
ち
、
か
ら
う
し
て

齶
田
の
湖
に
し
り
そ
き
ぬ
な
ん
い
ひ
伝
ふ
。
―（
中
略
）
― 

春
の
土

用
よ
り
夏
の
土
用
を
か
け
て
奥
瀬
の
村
な
る
別
当
と
て
、
奥
瀬
蔵
人

な
に
が
し
に
仕
ふ
折
枝
要
右
衛
門
と
い
ふ
人
、
こ
ゝ
に
い
も
ゐ
し
て

六
月
の
十
五
日
は
、
う
ば
そ
こ
（
優
婆
塞
）
集
ひ
祭
り
す
と
な
ん
。

真
澄
は
、『
伝
記
』
に
は
「
熊
野
山
に
山
籠
シ
テ
」
と
見
え
る
の
に
対
し

「
泊は
つ

瀬せ

寺
に
こ
も
り
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
八
郎
太
郎
の
行
き
先
を

『
来
歴
集
』
で
は
「
奔
二
出
羽
國
一
入
二
比
内
沼
一
」、『
吾
妻
む
か
し
物
語
』

で
は
「
出
羽
の
国
比
内
郡
へ
退
き
、
今
に
す
ま
ゐ
な
す
と
か
や
」
と
す
る

に
の
対
し
て
、
真
澄
は
「
齶あ
き

田た

の
湖
」
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
十
和

田
湖
が
奥
瀬
氏
の
所
領
で
、
修
験
の
折
枝
（
折
田
）
氏
が
別
当
と
し
て
神

社
を
祀
っ
て
い
た
と
、
祭
祀
記
事
も
記
載
し
て
い
る
。

お
な
じ
く
「
委い
わ
て
の
や
ま

波
底
廼
夜
麿
」
）
16
（

〈
天
明
八
年
七
月
四
日
の
条
〉
で
も
、

「
〜
と
い
ふ
も
の
語
り
は
『
伝
記
』
に
も
見
え
た
れ
ど
」
と
、
長
々
と
伝
記

を
紹
介
し
た
あ
と
、 

か
ゝ
る
物
語
は
、
み
ち
の
く
出
羽
に
て
、
ま
ち
〳
〵
に
い
へ
り
。
言

両
は
十
曲
の
湖
に
て
や
あ
ら
ん
。
奴ヌ

可カ

は
、
糠
部
な
ど
郡
の
名
に
む

か
し
此
の
あ
た
り
を
い
ひ
し
か
ば
、
い
ま
い
ふ
八
ツ
耕
田
の
岳
を
い

ふ
ら
ん
。
此
岳
の
な
か
ら
に
大
な
る
湖
の
あ
り
。

と
記
し
て
い
る
。
真
澄
も
『
来
歴
集
』
な
ど
を
読
み
予
備
知
識
を
収
集
し

た
上
で
周
到
な
踏
査
を
行
な
つ
て
い
た
。
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＊

以
上
、「
古
伝
」
と
し
て
在
地
に
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
た
か
を
近
世

の
文
献
に
見
て
み
た
。
し
か
し
藤
根
の
い
う
「
古
伝
」
と
は
、
巷
間
の
口

承
伝
説
で
あ
っ
た
も
の
か
、
古
記
録
と
し
て
の
寺
社
縁
起
で
あ
っ
た
も
の

か
、
そ
れ
と
も
草
子
風
の
語
り
物
縁
起
で
あ
っ
た
も
の
か
、
そ
の
形
態
は

定
か
で
は
な
い
。

た
だ
前
述
し
た
よ
う
に
、
近
世
、「
古
伝
」
は
浄
瑠
璃
化
さ
れ
て
語
り
継

が
れ
て
い
た
。
奥
浄
瑠
璃
『
十
和
田
の
本
地
』
で
あ
る
。
た
い
そ
う
人
気

を
博
し
た
よ
う
で
、
語
り
を
聞
書
き
し
た
写
本
が
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
。

『
盛
岡
市
史
』（
第
五
冊
分
）
に
は
「
天
明
の
こ
ろ
、
川
原
に
富と
み

都い
ち

、
本
町

須す

磨ま

都い
ち

が
あ
り
、
富
都
は
本
地
物
、
須
磨
都
は
十
和
田
の
本
地
を
か
た
り
、

二
人
と
も
美
声
比
え
な
か
っ
た
」
と
み
え
る
。
ま
た
こ
れ
を
裏
付
る
よ
う

に
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
の
写
本
も
残
さ
れ
て
い
る
。

わ
た
く
し
は
、
こ
の
浄
瑠
璃
化
は
意
外
と
は
や
く
、
藤
根
が
『
来
歴
集
』

を
編
纂
し
た
時
点
に
は
既
に
創
出
さ
れ
、
領
内
に
流
布
さ
れ
て
い
た
と
考

え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
古
伝
」
の
全
貌
を
判
然
と
す
る
た
め
に
も
、

『
十
和
田
の
本
地
』
の
内
容
（
八
郎
太
郎
譚
）
に
も
分
析
を
加
え
る
こ
と
に

す
る
。
な
お
、
成
立
年
代
の
立
証
は
後
日
機
会
を
え
て
発
表
す
る
。

二　

八
郎
太
郎
伝
説
と
そ
の
周
辺

　

１　

八
太
郎
沼
の
黒
龍

「
八
郎
太
郎
譚
」
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
な
ぜ
こ
の
「
八
郎
太
郎
譚
」

が
あ
ら
た
に
加
え
ら
れ
た
の
か
、
と
く
に
も
、
な
ぜ
イ
ワ
ナ
三
匹
を
食
べ

て
大
蛇
（
八
龍
）
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
。
こ
の
謎
を
解
く
カ
ギ
は
「
太

郎
の
出
生
」
が
暗
示
し
て
い
る
。

『
十
和
田
山
由
来
記
』（
安
政
二
年
書
写
・
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
）
の
三

段
目
の
冒
頭
で
は
、「
誕
生
譚
」
が
次
ぎ
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

爰
に
又
、
八
之
太
郎
の
由
来
を
尋
ぬ
る
に
、
八
戸
ノ
片
原
に
十
日
市
ト

申
所
に
有
徳
の
仁
有
り
、
男
女
の
子
供
多
き
中
、
お
ふ
じ
と
て
類
稀
れ

な
る
に
、
さ
も
い
つ
く
し
き
小
人
、
妻
戸
の
脇
に
た
ゝ
ず
み
、
の
ふ
お

ふ
じ
の
君
故
に
こ
が
れ
こ
が
る
ゝ
あ
ま
小
舟
、
一
夜
か
ご
と
の
楫
枕
、

ほ
の
め
き
渡
る
其
の
と
ば
り
、
あ
か
さ
せ
玉
へ
と
云
へ
ば
、
お
ふ
ぢ
は

此
よ
し
聞
よ
り
も
、
こ
は
、
み
づ
か
ら
ご
と
き
賎し
ず

の
め
に
、
何
の
心
の

有
そ
海
、
ろ
か
い
も
及
ば
ん
荒あ
ら

磯い
そ

の
、
釣
せ
で
帰
れ
旅
の
殿と
の

、
小
人
此

由
聞
よ
り
も
、
う
ら
め
し
の
こ
と
の
葉
や
、
思
ひ
か
け
橋
忍
び
来
て
、

ま
だ
里
な
れ
ぬ
鶯
の
、
つ
ぼ
み
の
花
に
、
嵐
身
に
そ
ふ
初
雪
や
、
君
ゆ

へ
に
身
は
し
じ
み
貝
、
そ
こ
の
み（
水
屑
）

く
づ
と
な
ら
ば
な
れ
、
か
ご
と
ば
か

り
の
御
情
、
か（
交
）は

さ
ぬ
内
は
飛
鳥
川
、
淵
に
入
と
も
帰
る
ま
じ
、
お
ふ

ぢ
も
今
は
恋
衣
、
着
そ
め
て
こ
そ
は
ぬ
ら
す
袖
、
み
だ
れ
す
ゝ
き
の
穂

に
出
て
、
末
の
松
山
波
こ
さ
ば
こ
せ
と
、
妻
戸
を
明
て
御
手
を
と
り
、

一
間
へ
請
じ
玉
ひ
け
る
、
そ
れ
よ
り
も
比ひ
よ
く翼
の
契
り
浅
か
ら
ず
、
月
日

か
さ
な
り
今
は
は
や
懐
く
わ
い
た
い胎に

成
り
に
け
り

 

＊
浄
瑠
璃
本
で
は
「
八
之
太
郎
」。

馬ま
べ
ち
が
わ

淵
川
の
河
口
付
近
の
あ
る
八
太
郎
沼
の
主
（
黒
龍
）
が
、
八
戸
の
長

者
の
娘
「
お
ふ
じ
」
に
妻つ
ま

問と

い
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
八
之
太
郎
で
あ
っ
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た
と
語
る
。
情
緒
纏て
ん
め
ん綿と

し
た
口
説
き
で
あ
る
。
八
之
太
郎
の
出
生
地
は

「
八
戸
の
十
日
市
」
で
あ
る
。

こ
の
出
生
譚
は
、
古
来
水
の
中
に
は
主
の
龍
蛇
が
棲
ん
で
い
る
と
い
う

信
仰
を
基
層
と
し
た
昔
話
「
蛇
聟
入
り
」（
三
輪
山
型
神
話
）
を
用
い
た
も

の
で
、
お
伽
草
子
『
伊
吹
童
子
』
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
近
江
国
伊
吹
山

の
大
明
神
の
申
し
子
・
伊
吹
弥
三
郎
が
、
土
地
の
有
徳
の
一
人
娘
に
通
っ

て
生
ま
れ
た
子
が
「
八
之
太
郎
」
な
ら
ぬ
「
酒
呑
童
子
」
で
あ
っ
た
。
な

お
、
室
町
末
期
の
「
長
尾
護
国
寺
縁
起
」
に
は
、

白
雉
二
年
辛
亥
依
霊
験
、
慈
照
上
人
伊
吹
岳
有
参
籠
、
弥
勒
菩
薩
之

示
現
、
種
々
座
中
老
女
之
姿
現
来
、（
中
略
）
示
現
老
女
者
、
麓
之
海

入
給
、
是
則
難
陀
龍
王
本
地
弥
勒
菩
薩
也

と
み
え
、
伊
吹
山
に
も
十
和
田
湖
同
様
に
弥
勒
信
仰
が
存
在
し
て
い
た
。

こ
の
「
八
郎
太
郎
譚
」
は
鹿
角
地
方
に
も
伝
わ
っ
て
お
り
、『
略
縁
起
』

に
は
八
郎
太
郎
は
鹿
角
の
久
内
の
子
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
父
・
久
内

の
誕
生
に
も
「
蛇
婿
入
り
」
譚
が
み
え
る
。『
来
歴
集
』
で
は
「
八
郎
太
郎
」

は
糠
部
の
人
、『
吾
妻
む
か
し
物
語
』
で
は
奥
瀬
村
の
村
人
で
あ
っ
た
と
、

「
蛇
婿
入
り
」
譚
は
み
え
な
い
。
し
か
し
、
イ
ワ
ナ
を
食
し
て
大
蛇
と
化
し

て
湖
の
主
に
な
っ
た
と
す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
出
生
譚
は
、
や

が
て
八
郎
が
池
（
十
和
田
）
の
主
と
な
る
こ
と
へ
の
伏
線
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
一
層
神
話
性
を
備
え
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、『
来
歴
集
』
の
「
八
郎
太
郎
譚
」
に
は
「
議
鹿
角
郡
鎮
祇　

奮
励

不
得
侵　

出
羽
國
入
比
内
沼　

又
同
國
生
内
邑
有
池　

或
住
于
此　

秋
往

比
内　

春
彼
岸
之
時
正
到
生
内
云　

到
則
満
池
之
氷　

一
夜
忽
開　

畳
岸

上
数
丈
（
住
池
邊
民
家
竟
無
聞
畳
氷
之
音
）
最
可
異
焉
」
と
記
さ
れ
い
る
。

こ
れ
は
『
略
縁
起
』
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
略
縁
起
』
の

成
立
も
元
禄
十
二
年
以
前
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
略
縁
起
』
の
そ

れ
は
、
後
世
『
来
歴
集
』
か
ら
の
引
用
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
さ
ら
な
る

調
査
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

　

２　

謎
・
禁
断
の
「
イ
ワ
ナ
」

つ
い
で
、『
十
和
田
山
由
来
記
』
は
語
る
。

八
之
太
郎
は
友
と
三
人
で
言
分
山
へ
入
る
。
山
で
二
人
の
友
は
渡
世

の
営
み
（
マ
ダ
剥
ぎ
）
に
、
八
之
太
郎
は
狩
り
に
取
り
か
ゝ
っ
た
。

一
日
目
に
は
、
さ
っ
そ
く
二
疋
の
鹿
を
か
い
つ
か
み
、
晩
の
料
理
に

し
て
喜
ば
れ
た
。
翌
日
も
鹿
を
狩
り
に
出
か
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
大

熊
三
疋
が
現
わ
れ
て
大
格
闘
と
な
っ
た
が
、
さ
す
が
の
八
之
太
郎
も

い
か
ん
と
も
し
が
た
く
疲
れ
果
て
る
。
大
熊
た
ち
は
か
ら
〳
〵
と
嘲

笑
し
な
が
ら
消
え
去
る
。
得
物
が
な
い
ま
ま
小
屋
に
戻
り
、
食
番
の

た
め
渓
流
に
下
り
水
を
汲
ん
だ
。
す
る
と
「
イ
ワ
ナ
」
が
三
匹
桶
に

入
っ
た
。
以
下
、
こ
の
イ
ワ
ナ
を
食
べ
、
と
う
と
う
大
蛇
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

「
魚
を
食
し
て
大
蛇
と
な
っ
た
」
と
い
う
伝
承
つ
い
て
は
、
早
く
に
高
谷

重
夫
が
高
著
『
雨
の
神
』
に
お
い
て
全
国
各
地
の
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

東
北
地
方
の
代
表
例
と
し
て
「
八
郎
潟
伝
説
」
を
、『
奥お
う
う
え
い
け
い
ぐ
ん
き

羽
永
慶
軍
記
』

巻
五
「
心
済
入
道
諸
国
修
行
の
事
」
を
も
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
書

は
久
保
田
藩
（
秋
田
県
）
湯
沢
の
医
師
・
戸
部
正
直
が
、
奥
羽
各
地
の
古
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老
か
ら
聞
き
書
き
し
た
東
北
地
方
の
戦
国
時
代
の
軍
記
物
語
で
あ
る
。

こ
の
伝
説
は
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
頃
、
大
梵
字
氏
の
家
臣
が

出
家
し
回
国
修
行
の
途
中
、
秋
田
で
聞
い
た
伝
説
を
記
し
た
と
い
う
。「
里

人
に
由
来
を
聞
く
に
、
む
か
し
い
ま
だ
湖
水
の
無
り
し
と
き
、
此
所
山
な

れ
ば
、
近
き
里
人
三
人
木
樵
に
来
る
。
三
人
の
内
八
郎
と
い
ふ
も
の
一
人
、

沢
辺
に
下
る
に
、
魚
を
三
つ
取
り
て
、
幸
な
り
三
人
で
食
は
ん
と
思
い
、

是
を
焼
く
。
其
の
匂
ひ
―
（
後
略
）」
と
。
こ
こ
に
は
十
和
田
湖
の
件
に
は

微
塵
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
故
意
に
十
和
田
伝
説
と
の
関
係
を
削
除
し
た
も

の
か
、
そ
れ
と
も
元
来
存
在
し
た
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
記
述
内
容

の
年
代
的
保
証
は
完
成
時
の
元
禄
十
一
年
ま
で
し
か
遡
れ
な
い
。
し
か
し

『
十
和
田
の
本
地
』
は
、「
南
蔵
坊
譚
」
に
あ
ら
た
に
「
八
郎
太
郎
譚
」
が

加
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
推
し
て
、
も
と
も
と
八
郎
潟
に
も
独
立
し
た
「
八

郎
太
郎
譚
」
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

鳥
海
山
麓
の
小こ
た
き瀧
に
伝
わ
る
『
鳥
海
山
大
権
現
縁
起
』（
鳥
海
刑
部
少
輔

親
範
に
よ
る
寛
文
五
年
〈
一
六
六
五
〉
の
書
写
本
）
に
も
「
樵
夫
の
龍
頭

八
郎
が
鳥
海
山
を
開
山
し
、
龍
頭
寺
の
別
当
と
し
て
し
て
祭
祀
を
始
め
た

と
さ
れ
、
学
頭
寺
は
龍
山
寺
で
あ
っ
た
。
初
代
別
当
の
八
郎
は
頭
が
龍
の

よ
う
だ
っ
た
の
で
寺
号
を
龍
頭
寺
と
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鳥

海
山
（
大
物
忌
神
）
は
、
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
四
月
八
日
に
大
噴
火

あ
り
、
つ
い
で
延
喜
十
五
年
七
月
四
日
に
十
和
田
湖
も
大
噴
火
を
起
し
、

直
ち
に
朝
廷
へ
「
言
上
」
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
『
三さ
ん
だ
い
じ
つ
ろ
く

代
実
録
』

五
月
十
六
日
条
に
「
出
羽
国
司
言
ふ
、（
略
）
去
る
四
月
八
日
、
山
上
に
火

有
り
て
土
石
焼
く
、
又
声
有
り
て
雷
の
如
し
、
山
よ
り
出
ず
る
所
の
河
、

（
略
）
両
大
蛇
有
り
、
長
さ
各
々
十
許
丈
、
相
流
れ
出
で
海
口
に
入
る
、
小

蛇
の
随
ふ
者
其
の
数
知
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
大
噴
火
の
山
」
に
は

龍
蛇
の
存
在
が
観
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。　

で
は
、「
な
ぜ
魚
は
三
匹
の
イ
ワ
ナ
」
で
あ
る
の
か
。
こ
の
理
由
に
つ
い

て
も
、
今
日
ま
で
各
分
野
の
方
々
が
縷
々
言
及
な
さ
れ
て
い
る
。
今
日
、

通
念
的
解
釈
と
し
て
「
マ
タ
ギ
の
掟
（
獲
物
平
等
分
配
）
を
破
っ
た
た
め
」

が
受
容
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
の
主
た
る
理
由
は
北

奥
の
「
諏
訪
信
仰
」
の
中
に
求
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

長
野
に
あ
る
諏
訪
大
社
の
祭
神
は
「
建た
け
み
な
か
た
の
か
み

御
名
方
神
」、
諏
訪
地
方
を
開
拓

し
た
神
と
い
わ
れ
る
。
ご
神
体
を
龍
神
と
す
る
信
仰
も
古
く
、
狩
猟
の
神
・

軍
の
神
と
し
て
も
人
び
と
に
厚
く
崇
拝
さ
れ
、
全
国
各
地
に
分
社
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
諏
訪
大
社
（
上
神
宮
寺
）
に
伝
わ
っ
て
い
る
古
文
書
の

な
か
に
『
諏
方
上
社
物
忌
令
）
17
（

』
が
あ
る
。
成
立
は
鎌
倉
末
期
と
目
さ
れ
る
。

こ
こ
に
諏
訪
明
神
へ
の
贄に
え
に
関
す
る
事
項
が
、
つ
ぎ
の
様
に
見
え
る
。

一 

、
当
社
の
御
贄
に
か
ゝ
ら
ぬ
物
共
、
熊
猿
ニ
ク
ゆ
わ
な
山
鳥
也
。
熊

ハ
権
現
垂
迹
の
依
夫
者
な
る
に
な
り
、
猿
ハ
羅
漢
果
を
え
仏
体
な
る

故 

也
、
山
鳥
青
黄
赤
白
黒
の
色
を
具
足
し
山
神
の
か
た
ち
也
故
也
、

ニ
ク
ハ
を
ほ
か
み
の
化
現
山
神
護
を
の
う
の
召
物
ニ
て
高
山
の
ハ
ん

し
や
く
に
お
ひ
て
飛
行
自
在
の
通
を
得
て
あ
る
故
也
、
ゆ
わ
な
一
寸

ニ
及
へ
ハ
、
得
龍
の
形
て
、
龍
門
の
瀧
を
越
、
百
丈
の
瀧
に
お
ひ
て

も
自
在
な
る
物
也　

此
外
の
ち
よ
ろ
く
水
魚
ハ
な
に
ゝ
て
も
か
ゝ
る

へ
し
。
是
則
慈
悲
の
御
殺
生
、
業
尽
有
情
の
ゆ
へ
な
り

と
。
贄
に
し
て
は
い
け
な
い
動
物
と
理
由
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
そ
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の
動
物
と
は
、
熊
・
猿
・
ニ
ク
（
か
も
し
か
）・
イ
ワ
ナ
・
山
鳥
を
あ
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
「
イ
ワ
ナ
は
龍
に
似
て

い
る
こ
と
と
百
丈
の
瀧
を
も
昇
る
か
ら
だ
」
と
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
「
イ
ワ
ナ
」
は
龍
神
の
化
身
（
使
い
）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
猪
鹿

水
魚
は
そ
の
ま
ま
で
は
仏
果
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、人
間
が
「
慈

悲
の
殺
生
」
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
成
仏
で
き
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
。

『
十
和
田
山
由
来
記
』
で
も
、
は
じ
め
に
鹿
二
匹
を
捕
獲
し
皆
で
食
す
。

つ
い
で
三
匹
の
大
熊
が
現
わ
れ
、
格
闘
す
る
も
の
の
八
之
太
郎
は
歯
が
立

た
な
い
。
三
匹
の
大
熊
は
八
之
太
郎
を
嘲
笑
っ
て
消
え
る
。
こ
の
三
匹
の

大
熊
は
「
三
熊
野
権
現
」、
も
し
く
は
そ
の
使
い
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
こ
の

あ
と
八
之
太
郎
は
「
龍
の
化
身
」
で
あ
る
禁
断
の
魚
を
食
べ
た
の
で
大
蛇

に
な
っ
た
と
。
闡せ
ん
め
い明

な
る
理
由
で
あ
る
。

『
諏
方
上
社
物
忌
令
』
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
く
。

当
社
の
御
頭
ニ
あ
た
ら
ん
人
ハ
、
い
か
に
も
御
狩
を
本
と
し
て
御
贄

鷹
を
も
つ
へ
し
、
御
贄
を
か
け
ら
れ
へ
し
、
御
狩
と
云
ハ
波
提
国
鹿

野
苑
よ
り
始
れ
り
、
鷹
と
云
ハ
麻
皮
陀
国
よ
る
始
也
、
此
旨
を
背
く

御
贄
狩
を
も
せ
さ
ら
ん
人
の
御
頭
ハ
、
可
背
神
慮
者
也
、
如
此
逆
ゑ

ん
お
慈
悲
御
贄
を
ふ
く
せ
ん
と
も
か
ら
ハ
、
心
中
に
け
ひ
を
も
つ
て
、

業
尽
有
情　

雖
放
不
生　

故
生
人
中　

同
証
仏
果
と
せ
う
す
れ
ハ
、

得
所
の
贄
ハ
忽
に
成
仏
得
道
す
る
。

中
世
、
仏
教
の
殺
生
罪
業
観
の
普
及
の
な
か
で
「
贄
鷹
（
鷹
狩
に
よ
っ

て
仕
留
め
た
得
物
を
神
膳
へ
供
え
る
）
神
事
）」
や
肉
食
の
論
理
的
正
当
化

が
図
ら
れ
た
有
名
な
「
諏
訪
の
勘
文
」
が
み
え
る
。
こ
の
勘
文
は
、『
神し
ん
と
う道

集
し
ゅ
う

』）
18
（

巻
十
・
第
五
十
「
諏
訪
縁
起
」
に
は
、
嘉
吉
三
年
（
一
二
三
七
）

長
楽
寺
の
寛か
ん

提て
い

僧
正
に
対
す
る
夢
告
と
し
て
示
さ
れ
た
と
説
く
。

『
渓け
い
ら
ん
し
ゅ
う
よ
う
し
ゅ
う

嵐
拾
葉
集
』）

19
（

第
四
〈
諏
訪
明
神
神
託
事
〉
に
は
「
尽
有
情
雖
放

業
不
生
故
生
人
中
同
証
仏
果
文
謂
意
者
。
或
聖
参
詣
諏
訪
明
神
之
時
。
此

神
以
千
頭
鹿
奉
祭
事
会
不
審
。
奉
祈
念
之
時
神
託
也
」
と
み
え
、『
伝
記
』

巻
第
七
で
は
「
隆
弁
僧
正
諏
方
明
神
示
夢
想
事
」
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
鷹
狩
」
の
正
当
化
は
、
戦
国
時
代
に
出
羽
国
の
伊
達
氏
に
仕

え
た
武
将
・
廣
田
宗
綱
が
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
書
写
し
た
『
鷹

書
才
覚
之
巻
抄
出
』
の
第
一
条
に
、
次
の
よ
う
に
み
え
る）

20
（

。

一
、
た
か
を
つ
か
ひ
は
し
む
る
事
は
人
け
ん
わ
さ
に
あ
ら
す
。
鷹
と

申
は
日
本
国
、
そ
の
う
へ
て
ん
か
に
鳥
共
み
ち
〳
〵
て
衆
生
の
か
う

さ
く
を
く
ら
ひ
う
し
な
い
け
る
ほ
と
に
、
て
ん
か
の
人
間
は
や
残
す

く
な
に
な
り
け
る
と
こ
ろ
に
、
毘
沙
門
大
鷹
、
不
動
は
せ
う
鷹
、
普

賢
、
観
音
、
此
四
仏
も
ろ
〳
〵
の
た
か
と
け
ん
せ
ら
れ
、
彼
と
り
共

を
う
し
な
ひ
給
ふ
に
よ
り
、
せ
け
ん
の
か
う
さ
く
う
せ
さ
る
あ
ひ
た
、

人
間
い
ま
た
は
ん
し
や
す
。
さ
る
あ
ひ
た
、
普
賢
は
上
の
宮
、
観
音

は
下
の
み
や
と
て
、
諏
訪
上
下
こ
れ
也
。

諏
訪
信
仰
は
北
奥
に
も
古
く
に
伝
わ
り
定
着
し
て
い
た
。
鎌
倉
幕
府
成

立
後
、東
北
地
方
に
は
東
国
武
士
団
が
多
く
移
り
住
ん
だ
。
甲
斐
か
ら
移
っ

た
南
部
氏
も
そ
の
代
表
で
あ
る
。
ま
た
今
日
、
諏
訪
・
望
月
・
禰
津
の
諏

訪
系
の
姓
を
も
つ
人
々
も
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る
。
先
祖
は
本ほ
ん
が
ん貫

地ち

の
諏
訪

の
神
々
を
も
携
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

古
来
北
奥
は
、
馬
と
同
時
に
鷹
の
名
産
地
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
武
士
団
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に
と
っ
て
、
御
狩
の
神
で
あ
る
古
里
の
諏
訪
明
神
は
精
神
の
支
柱
で
あ
っ

た
。
北
奧
の
各
地
に
も
勧
請
さ
れ
、
近
世
に
入
っ
て
も
そ
の
信
仰
の
重
要

性
は
薄
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

盛
岡
・
八
戸
藩
は
鷹
の
一
大
産
地
で
あ
っ
た
た
め
、
近
世
初
期
に
は
幕

府
か
ら
鷹
買
役
人
が
訪
れ
た
。
鷹
の
捕
獲
と
飼
育
、
そ
し
て
幕
府
役
人
の

接
待
に
は
藩
の
命
運
が
か
か
っ
て
い
た
。
城
下
に
は
鷹
の
飼
育
と
調
教
に

た
ず
さ
わ
る
鷹
侍
が
六
〇
名
以
上
お
り
、
鷹
匠
小
路
に
住
ん
で
い
た
。
鷹

狩
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、
オ
オ
タ
カ
・
ハ
イ
タ
カ
・
ツ
ミ
・
ハ
ヤ
ブ
サ
の

四
種
類
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
タ
カ
の
巣
は
、
近
世
初
期
、
領
内
に
お
よ
そ

四
〇
ヶ
所
あ
り
、
巣
立
ち
直
前
の
幼
鳥
を
捕
獲
し
て
い
た
。
幕
府
に
献
上

す
る
六
〇
羽
を
ふ
く
め
毎
年
一
六
〇
羽
程
度
を
捕
獲
し
て
い
た
。
オ
オ
タ

カ
の
雌
は
「
ダ
イ
」
と
呼
ば
れ
、
鷹
狩
で
は
珍
重
さ
れ
、
定
期
的
に
江
戸

へ
持
参
す
る
以
外
、
捕
獲
す
る
と
即
江
戸
表
に
運
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

盛
岡
藩
家
老
日
記
『
雑
書
』）

21
（

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
十
月
二
十
八
日

の
条
に一 

、
御
鷹
餌
喰
悪
敷
ニ
付
て
、
郡
山
（
日
詰
）・
三
戸
両
御
諏
訪
へ
御

祈
念
―（
中
略
）
―
と
被
仰
遣
ル
、
三
戸
へ
ハ
御
鷹
無
病
ニ
候
之

来
春
、
御
堂
御
建
立
可
被
成
御
立
願
―
（
後
略
）

同
じ
く
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
九
月
六
日
の
条
に
は

一 

、
三
戸
御
蔵
米
三
駄
ハ
、
三
戸
泉
山
藤
七
と
御
鷹
地
侍
十
四
人
之
御

山
祭
ニ
、
米
相
渡
可
申
、
手
形
藤
田
多
左
衛
門
ニ
渡
ス

の
よ
う
に
、
領
内
に
あ
る
諏
訪
明
神
へ
藩
が
祈
願
す
る
記
録
が
あ
り
、
諏

訪
信
仰
の
重
要
さ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
「
鹿
狩
」
も
同
様
で
あ
っ
た
。『
雑
書
』
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

十
二
月
十
三
日
の
条
に
は
、
藩
主
が
勢
子
八
〇
〇
〇
人
を
動
員
し
て
お
こ

な
っ
た
岩
手
山
麓
の
巻
狩
の
得
物
は
、
鹿
一
六
二
〇
頭
、
猪
五
頭
で
あ
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
正
月
十
日
の
条
に
も
、

「
鹿
狩
」
の
記
事
が
み
え
る
。

一 

、
今
日
御
鹿
狩
ニ
松
屋
敷
へ
被
為
成
、
卯
刻
、
出
御
。
御
供
漆
戸

勘
左
衛
門
・
御
近
習
・
御
小
姓
衆
・（
中
略
）
御
帰
申
刻
、
物
数
千

弐
百
十
之
内
、
鹿
千
弐
百
三
頭
・
狼
四
・
兎
三

近
世
初
期
こ
の
よ
う
な
記
事
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
の
鹿
狩
は
冬
季

に
家
臣
団
の
軍
事
訓
練
を
か
ね
て
領
民
を
動
員
し
て
行
な
わ
れ
た
。
一
方
、

家
臣
・
村
人
・
マ
タ
ギ
な
ど
が
、
藩
庁
に
一
定
の
運
上
金
な
い
し
捕
獲
物

を
上
納
し
て
請
け
負
う
制
度
も
あ
り
、
狩
猟
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
藩
は

鹿
皮
を
は
じ
め
獣
皮
類
の
他
領
へ
の
移
出
を
禁
じ
、
販
路
を
独
占
し
て
藩

財
政
の
支
え
と
し
て
い
た）

22
（

。
北
奥
の
マ
タ
ギ
の
活
動
に
つ
い
て
は
紙
幅
上
、

割
愛
す
る
。

こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
諏
訪
信
仰
は
武
士
階
層
の
み
な
ら
ず
領
民
に

お
い
て
も
、
い
か
に
生
活
と
心
の
支
柱
で
あ
っ
た
こ
と
か
、
ご
理
解
い
た

だ
け
よ
う
。『
十
和
田
の
本
地
』
に
も
、
南
蔵
坊
の
有
力
な
味
方
と
し
て
三

戸
の
諏
訪
明
神
が
登
場
し
て
大
活
躍
し
て
い
る
。
現
実
に
は
人
々
は
「
鹿
」

は
勿
論
、「
イ
ワ
ナ
」
も
「
熊
」
も
山
の
神
に
感
謝
し
て
食
し
た
。
し
か
し

観
念
的
に
は
、
こ
れ
ら
は
「
禁
断
の
生
き
物
」
で
あ
っ
た
。
謎
は
こ
の
諏

訪
信
仰
に
潜
ん
で
い
た
と
言
え
よ
う
。
諏
訪
の
龍
神
信
仰
を
媒
介
と
し
て

「
南
蔵
譚
」
と
「
八
郎
太
郎
譚
」
と
が
結
び
つ
く
下
地
が
存
在
し
、
こ
れ
を
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体
現
化
し
た
の
が
「
古
伝
」
で
あ
り
、
浄
瑠
璃
化
さ
れ
る
以
前
の
原
「
十

和
田
の
本
地
」
の
骨
格
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
い
か
。

　

３　

北
奥
の
熊
野
修
験

こ
の
語
り
を
は
ぐ
く
み
管
理
し
て
い
た
の
は
、
斗
賀
霊
現
堂
出
自
の
南

蔵
坊
に
代
表
さ
れ
る
北
奧
の
修
験
た
ち
で
あ
っ
た
。
関
連
し
て
、
彼
ら
が

保
持
し
た
他
の
伝
承
や
熊
野
信
仰
に
も
い
さ
さ
か
触
れ
て
お
こ
う
。

『
十
和
田
の
本
地
』
の
大
尾
に
は
、
八
之
太
郎
へ
の
援
軍
と
し
て
八
大
龍

王
軍
が
南
蔵
坊
た
ち
を
襲
う
場
面
が
で
て
く
る
。
こ
の
中
に
は
八
之
太
郎

の
父
・
八
太
郎
沼
の
黒
龍
や
池
の
堂
の
赤
龍
も
登
場
す
る
。「
池
の
堂
」
と

は
八
戸
市い
ち
川か
わ
の
大
沼
に
あ
る
小
祠
で
あ
る
。
近
世
こ
こ
を
管
掌
し
て
い
た

の
が
山
伏
年
行
事
・
大
泉
坊
で
あ
っ
た
。

八
戸
藩
の
祈
祷
寺
院
は
、
豊
山
寺
（
真
言
宗
）
を
筆
頭
に
、
斗
賀
霊
現

堂
・
小
田
毘
沙
門
堂
・
九
戸
妙
見
堂
で
あ
っ
た
。
ま
た
領
内
の
山
伏
集
団

は
常
泉
院
（
本
山
派
）
を
総
録
に
、
各
地
域
に
は
年
行
事
と
し
て
、
軽
米

村
の
松
本
院
、
久
慈
村
の
南
光
院
・
南
善
院
、
名な
く
い

久
井
村
の
来
光
院
、
八

戸
の
大
泉
坊
が
お
か
れ
、
そ
の
下
で
宗
教
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
）
23
（

。
か

れ
ら
の
行
政
的
統
括
責
任
者
で
あ
る
寺
社
町
奉
行
は
、
正
月
元
日
に
は
豊

山
寺
へ
参
詣
を
し
た
。
一
方
、
同
十
五
日
に
は
豊
山
寺
を
招
き
、
城
中
で

大
般
若
経
を
読
誦
さ
せ
領
内
安
全
を
祈
願
し
た
。
ま
た
日
照
り
や
不
漁
の

と
き
は
、
祈
願
寺
や
修
験
山
伏
に
雨
乞
い
や
漁
乞
い
の
祈
祷
を
寺
社
町
奉

行
が
命
じ
た
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
六
月
九
日
の
条
「
一
、
打
続
晴

天
ニ
て
諸
作
模
様
不
宜
ニ
付
、
市
川
村
池
の
堂
月
雨
乞
御
祈
祷
、
長
根
大

泉
坊
へ
被
仰
付
候
由 

」、
同
年
六
月
十
三
日
の
条
に
は
「
一
、
於
法
霊
雨

乞
御
祈
祷
有
之
、
昨
晩
今
晩
共
ニ
山
伏
舞
之
ニ
付
、
子
供
等
不
残
為
見
物

参
ル
」
な
ど
と
『
八
戸
藩
日
記
』
に
見
え
る
。

大
泉
坊
家
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
池
の
堂
由
来
」
が
伝
わ
っ
て
い
る)24

(

。

あ
る
年
大
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
た
。
領
民
は
法
印
（
山
伏
）
に
雨
乞
い

祈
祷
を
願
う
。
法
印
は
大
沼
の
前
に
壇
場
を
飾
り
、
二
日
三
日
懸
命

に
祷
し
た
が
験
が
な
か
っ
た
。
領
民
の
失
意
を
見
、
法
印
は
捨
身
行

を
決
意
す
る
。
六
月
十
四
丹
日
、
身
を
清
め
て
兜
巾
鈴
懸
に
不
動
袈

裟
を
ま
と
い
、
左
に
降
魔
の
利
剣
、
右
に
数
珠
、
葦
毛
の
馬
に
手
綱

か
い
く
り
、
法
螺
貝
を
吹
き
鳴
ら
し
、
大
沼
の
廻
り
を
三
遍
廻
り
入

水
し
た
。
馬
も
続
い
て
飛
び
込
ん
だ
。
す
る
と
、
空
は
に
わ
か
に
掻

き
曇
り
、
震
動
雷
電
し
て
車
軸
の
雨
が
降
り
大
地
を
潤
し
た
。
人
々

は
歓
喜
し
て
一
社
を
建
立
し
た
。

八
戸
城
中
に
祀
ら
れ
る
「
法ほ
う

霊
り
ょ
う
社し
ゃ
」
も
、
こ
れ
と
同
様
の
由
来
を
も
つ
と

伝
え
る）

25
（

。
両
社
の
由
来
は
、「
捨し
ゃ
し
ん身

行ぎ
ょ
う」

と
い
う
点
に
お
い
て
『
十
和
田

の
本
地
』
に
も
通
底
し
て
い
る
。

大
泉
坊
は
も
と
も
と
本
山
派
の
熊
野
修
験
で
あ
っ
た
。『
雑
書
』
に
よ
る

と
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
四
月
か
ら
十
月
ま
で
大
泉
坊
親
子
二
人
が
、

盛
岡
藩
主
重し
げ
の
ぶ信の
病
気
平
癒
祈
念
の
た
め
熊
野
へ
参
り
、
大
峰
山
で
護
摩

執
行
を
し
、
那
智
や
大
峯
の
御
札
を
持
参
し
て
来
て
い
る
。

こ
の
地
方
は
中
世
か
ら
熊
野
信
仰
が
さ
か
ん
で
、
近
世
に
入
っ
て
も
、

熊
野
御お

師し

が
や
っ
て
来
て
寺
社
町
奉
行
に
挨
拶
し
て
領
内
の
檀
那
場
を

廻
っ
て
い
た
。
一
方
、
久
慈
の
領
民
で
、
な
ん
と
八
度
も
熊
野
詣
を
し
て
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い
た
人
物
が
い
た
。「
吉
田
金

右
衛
門
」
と
い
う
方
で
あ
る
。

和
歌
山
県
の
熊
野
速
玉
神
社
境

内
に
は
「
奉
八
度
参
詣　
奥
州

南
部
八
戸
領
久
慈
八
日
町　
吉

田
金
右
衛
門　
年
七
十
三　
宝

永
五
年
（
一
七
〇
八
）
子
七
月
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
立
っ
て
い

る
。
こ
の
碑
（
新
宮
市
文
化
財

指
定
）
は
、
北
奥
の
人
々
に
い

か
に
熊
野
信
仰
が
根
付
い
て
い

た
か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

以
上
、「
古
伝
」
に
つ
い
て
「
八
郎
太
郎
譚
」
中
心
に
論
究
し
て
み
た
。

さ
い
ご
に
今
後
の
課
題
を
提
示
し
て
筆
を
擱お

こ
う
。

課
題
と
は
、『
伝
記
』
の
説
話
と
「
古
伝
」
の
「
南
蔵
坊
譚
」
と
の
関
係

の
解
明
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
十
和
田
湖
」
が
な
に
ゆ
え
「
言
両
山
」
と

称
さ
れ
た
の
か
。
さ
ら
に
、
こ
の
説
話
自
体
の
成
立
過
程
の
究
明
で
あ
る
。

『
伝
記
』
に
は
「
女
難
蔵
ニ
向
テ
云
ケ
ル
ハ
、
此
ノ
山
ノ
西
、
奴
可
ノ
巓
ト

云
所
ニ
池
ア
リ
。
此
ノ
言
両
ノ
巓
ヲ
去
ル
事
三
里
ナ
リ
。
彼
ノ
池
ニ
八
頭

の
大
蛇
ア
リ
。」
と
い
う
詞
章
が
み
え
る
。「
十
和
田
湖
」
と
お
ぼ
し
き
を

「
言
両
ノ
嶺
」
と
記
す
も
の
の
、「
奴
可
ノ
嶺
」
は
『
来
歴
集
』
の
「
糠
壇

の
嶽
八
峰
」
に
対
応
し
、「
八
甲
田
」
と
確
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
睡
蓮
沼

を
は
じ
め
大
小
の
池
が
存
在
す
る
。
ま
た
八
甲
田
連
峰
と
言
両
ノ
嶺
（
十

和
田
湖
）
の
間
を
「
三
里
」
と
記
す
。
三
里
は
ほ
ぼ
妥
当
な
距
離
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
考
え
合
せ
る
と
、
説
話
は
す
で
に
北
奧
と
ふ
か
く
結
び
付
い
て

成
立
し
て
い
た
と
し
か
言
え
な
い
。
藤
根
が
『
来
歴
集
』
の
な
か
で
「
汝

速
到
常
陸　
是
傳
寫
之
誤
、
可
作
陸
奥　

與
出
羽
之
彊
」
と
、
割
注
を
も
っ

て
声
高
々
に
主
張
し
た
の
も
、
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。

近
年
の
研
究
で
、
陸
奥
国
猿
賀
山
神
宮
寺
の
源げ
ん
え
い永

が
常
陸
国
の
談
義
所

に
て
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
『
一
乗
拾
玉
集
』
を
書
写
し
て
い
た）

26
（

こ

と
が
解
明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
『
宗
要
私
案
立
』（
関
西
大
学
蔵
）
は
、
秋
田

四
天
王
寺
の
心
し
ん
し
ゅ
ん俊の

所
持
本
で
、
十
五
世
紀
頃
こ
れ
が
美
濃
国
深
瀬
談
義

所
で
書
写
さ
れ
、
そ
の
後
近
江
国
柏
原
談
義
所
の
蔵
書
に
な
っ
て
い
た）

27
（

こ

と
も
解
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
う
け
、中
世
の
天
台
談
義
所
の
ネ
ッ

ト
上
を
視
野
に
い
れ
た
難
蔵
譚
の
生
成
に
つ
い
て
究
明
す
る
時
期
が
到
来

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
、『
十
和
田

の
本
地
』
大
尾
の
「
龍
王
・
魔
王
軍
と
の
合
戦
譚
」
も
、
こ
の
回
廊
（
ネ
ッ

ト
）
を
通
し
て
、
中
世
後
期
の
『
無
明
法
性
合
戦
状
』・『
仏
鬼
軍
』・『
鹿

嶋
合
戦
』
な
ど
の
草
子
群
を
取
り
込
ん
で
、
浄
瑠
璃
化
さ
れ
る
前
に
創
出

さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

奉八度参詣の碑（小林高太氏提供）
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註（
1
） 『
北
か
ら
生
ま
れ
た
中
世
日
本
』
第
Ⅰ
部
「
古
代
東
北
の
変
動
―
火
山

灰
と
鉄
―
」
二
〇
一
二　

高
志
書
院

（
２
） 『
国
史
大
系
』
第
六
巻

（
3
） 

村
中
健
大
「
十
和
田
湖
の
ト
ワ
ダ
信
仰
と
伝
説
」
二
〇
一
七　
『
秋
田

民
俗
』
の
末
尾
で
「（
伝
統
の
）
文
献
内
容
を
再
編
成
・
再
構
成
し
て

新
た
な
伝
説
を
創
造
し
て
い
る
も
の
が
決
し
て
少
な
く
な
い
。」
と
指

摘
。

（
4
） 

池
上
洵
一
校
注
『
三
国
伝
記
』
上
・
下　

昭
和
五
一・
五
七　

三
弥
井

書
店

（
5
） 『
来
歴
集
』（
旧
南
部
家
蔵
）
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵

（
6
） 『
青
森
県
叢
書
』
第
六
編　

一
九
五
三　

青
森
県
学
校
図
書
館
協
議
会

（
7
） 『
南
部
叢
書
』
第
九
巻
所
収

（
8
） 

鎌
田
辰
男
「
松
井
道
円
の
墓
」
道
円
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

（
9
） 

中
井
真
孝
『
法
然
絵
伝
を
読
む
』
二
〇
〇
五　

佛
教
大
学
通
信
教
育
部

（
10
） 

右
同
「
源
空
上
人
私
日
記
」
の
成
立
に
つ
い
て　

一
九
八
四
『
仏
教
文

化
研
究
』
二
九
号

（
11
） 

室
木
弥
太
郎
・
阪
口
弘
之
編
『
関
蝉
丸
神
社
文
書
』（
一
九
八
七　

和

泉
書
院
）
よ
り
引
用

（
12
） 

和
歌
説
話
『
月
刈
藻
集
』
三
巻　

一
七
七
話　

一
六
一
〇
年
頃
成
立
か　

編
者
不
詳

（
13
） 

原
田
行
造
「
月
刈
藻
集
の
基
礎
的
考
察
」（『
中
世
説
話
文
学
の
究
・
下
』

昭
和
五
七　

桜
風
社
）

（
14
） 『
続
群
書
類
従
33
輯
上
』
六
九
頁

（
15
） 『
菅
江
真
澄
全
集
』
第
四
巻　

一
九
七
三　

未
来
社

（
16
） 『
菅
江
真
澄
全
集
』
第
一
巻　

一
九
七
一　

未
来
社

（
17
） 『
神
道
体
系　

諏
訪
』
一
九
八
二　

神
道
体
系
編
纂
会

（
18
） 『
神
道
大
系　

文
学
編
』
一
九
八
二　

神
道
体
系
編
纂
会

（
19
） 『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
七
六
巻

（
20
） 『
諏
訪
信
仰
の
中
世
』
平
成
二
七　

三
弥
井
書
店

（
21
） 『
雑
書
』
旧
南
部
家
蔵
・
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
所
蔵

（
22
） 

榎
森
進
「
近
世
前
期
に
お
け
る
北
奥
の
狩
猟
―
盛
岡
藩
領
の
事
例
を
中

心
に
」（『
歴
史
の
な
か
の
東
北
』〈
平
成
一
〇　

河
出
書
房
〉）

（
23
） 

藤
田
俊
雄
「
東
善
寺
か
ら
豊
山
寺
へ
―
祈
祷
寺
の
歴
史
を
探
る
」

一
九
八
八　

八
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
4
号

（
24
） 

藤
田
俊
雄
「
八
戸
に
お
け
る
修
験
の
動
向
」
二
〇
〇
四　

八
戸
市
立
博

物
館
研
究
紀
要
18
号

（
25
） 

阿
部　

達
「
江
戸
時
代
の
八
戸
の
祭
り
―
法
霊
祭
礼
と
民
俗
芸
能
」　

一
九
八
三　
『
八
戸
地
域
史
』
第
二
号

（
26
） 

中
野
真
麻
理
『
一
乗
拾
玉
抄
の
研
究
』
一
九
九
八　

臨
川
書
店

（
27
） 

曽
根
原
理
「
秋
田
四
天
王
寺
心
俊
と
天
台
宗
談
議
所
」（『
東
北
中
世
史

の
研
究
』
下
巻　

二
〇
〇
五　

入
間
田
宣
夫
編　

高
志
書
院
）
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附
　『
来
歴
集
』「
十
曲
沼
」
の
全
文
翻
刻

＊ 　

同
文
は
『
吾
妻
む
か
し
物
語
』
の
末
尾
に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
若
干
『
来
歴
集
』
の
そ
れ
に
は
見
え
な
い
詞
章
が
み
え

る
。
参
考
ま
で
に
、
そ
れ
は
括
弧
（　
　

）
で
挿
入
し
た
。
な
お

句
読
点
は
適
宜
施
し
た
。

　
　
十
曲
沼　
亦
十
和
田

奥
州
糠
部
郡
奥
瀬
邑
十ト
ワ
ダ曲

沼
、
人
皇
七
代
孝
霊
天
皇
治
世
四
十
年
壬
子
六

月
始
湧
出
云
云
、
三
國
傳
記
ニ
（
略
載
之
）、
中
古
有
二
釋
ノ
難
蔵
坊
者
一

古
傳
云　

難
蔵
坊

者
額カウ
田
ノ
嶽
熊
野
山
十
瀧
寺
住
職
也
、
幼
字
謂
二
額
部
麿
一
、
有
二
神
通
一
者
也
、

住
二
播
州
書
寫
之
邊
一
常
ニ
持
二
法
華
一ヲ
。
内
ニ
ハ
誦
三
經
典
無
二
懈
怠
一
、
外
信
二

権
現
一
有
二
精
進
一
、
読
誦
功
積
而
三
千
部
、
参
詣
日
累
テ
而
三
十
度
、
于
粤

ニ
難
蔵
念
ハ
ク
也
、
妙
法
不
思
議
也
、
真
如
不
レ
可
レ
測
也
、
直
ニ
自
ハレ
非
ル下

 

於

慈
尊
出
世
之
會
座
ニ
為
中
證
明
上
焉
、
争
究
メ二
真
源
一
決
二
大
疑
一
乎
。
願
ク
ハ
不
レ

改
二
此
生
ヲ一
面
リ
遇
シ
ト二
彌
勒
之
下
生
一
忽
發
二
深
誓
一
也
。
倩
以
月
氏
五
天
之
界

大
義
雖
レ
乖
、
日
本
一
州
地
圓
機
獨
リ
熟
ス
、
此
レ
ハ
是
レ
神
明
権
現
和
光
垂
跡

播
シ二　

冥
助
一
致
一
擁
護
一
故
也
、
就
レ
中
晋
ノ
（
恵
）
遠
公
嗜
二
権
宗
一
乎
、
感
シ二

來
迎
ヲ
於
廬
山
月
一
、
梁
沈
師
暗
（
ソ
ラ
ン
）シ二
」（
１
オ
）「
密
教
一
也
、
任
二
遊
放
ヲ
浄
界

之
風
一
、
併
依
二
其
誓
願
一
故
也
。
不
レ
如
詣
テ
ヽ

二

熊
野
山
一
祈
ニ
ハレ
之
、
於
レ
是
参

籠
ス
ル
コ
ト
三
年
、
満
二
千
日
一
之
夜
夢
ク
、
白
髪
老
翁
示
レ
蔵
曰
。
汝
速
到
下
常

陸
ト
是
傳
寫
ノ
誤
、

可
レ
作
二
陸
奥
一

與
二
出
羽
一
之
彊
、
言コ
ト
ワ
ケ両

山
上
居
セ
ハ
焉
、
可
レ
遂
二
所
願
一
也
、
難

蔵
随
二
示
現
一
到
二
件
ノ
處
一
、
山
頂
有
レ
池
。

古
傳
曰
、
難
蔵
詣
二
熊
野
一
、
権
現
告
命
ス
ラ
ク
汝
不
レ
改
二
此
生
一
求
下
値
テ二　

慈
尊
之
出
世
一
直
ニ
得
ン
コ
ト
ヲ

中  

證
入
ヲ上
、
祈
請
雖
レ
切
也ナ
リ
ト、

所
願
ハ
難
シレ
満
歟
、

所
以
者
何
ト
ナ
レ
ハ
大
凡
含
識
之
属
、
寄
ル二
身
於
三
有
一
之
輩
、
不
レ
能
二
無

終
一
、
但
於
二
蛇
道
一
者
無
二
此
愁
一
、
汝 

若
可
レ
期
二
永
年
一
成
二
蛇
身
一
可

歟
、
外
又
無
二
他
方
便
一
云
云
。
難
蔵
答
曰
、
如
（
モ
シ
）可

レ
得
レ
値
二
三
會
之
暁
一
、

設
使
入
二
蛇
道
一
足
耳
。
権
現
復
曰
然
則
速
ニ
到
レ二
言
両
山
一
、
尋
二
此
草
鞋

一
片
所
在
一
、
居
シ
テ二 

其
處
一
可
レ
誦
二
法
華
經
一
云
云
、
則
出
二
草（
鞋
）
一

片
一
與
フレ
蔵
。
々
得
レ
之
下
二
奥
州
一
、
到
二
言
両
山
一
而
、
忽
得
リ二
一
片
草

鞋
一
、
乃
住
シ
テ二  

其
處
ニ一
誦
シ
テレ 

經
成
ル二
大
蛇
一
。」（
１
ウ
）「

號
ス二
十
曲
沼
一
、
古
松
老
檜
蔽
二
于
天
一
、
奇
岩
怪
石
峙
于
岸
、
見
ル
ニレ 

傍
有
二

岩
窟
一
、
蔵
坐
二
窟
中
一
誦
スレ
經
、
一
夕
化
女
忽
然
現
シレ
形
、
有
レ
傍
聴
二
讀

經
一
、
容
貌
端
嚴
居
止
閑
雅
ナ
リ
、
齢
可
二
十
八
九
一
。
蔵
異
ナレ
リ
ト
ス

　
　

之
問
曰
、

汝
従
一
何
レ
ノ
處
一
來
ル
、
化
女
答
曰
、
我
居
接
スレ
境
ヲ
、
今
結
―二
縁
シ
難
得
之
妙

典
一
、
偶
〳
〵
値
―二
遇
希
有
之
法
席
一
、五
障
之
雲
忽
晴
テ
兮
。
並
二
恵
光
於
南

方
無
垢
之
月
一
、三
明
之
露
暖
兮
、
添
タ
リ二  

覚
薬
ヲ
於
西
刹
寳
池
之
蓮
一
、
願

來
―二
止
シ
テ
我
カ
棲
一
、
誦
シ二
法
華
（
一
）、
度
シ二
タ
マ
ヘ
群
類
一
。
蔵
曰
、
我
因
二
権

現
之
霊
示
一
、
居
―二
住
ス
此
山
一
、
以
期
二
慈
氏
下
生
一
、
故
不
レ
欲
レ
移
二
他

所
一
。
女
曰
、
實
ト
ハ
我
是
池
龍
女
也
。
願
公
與
レ
妾
成
二
夫
婦
之
契
一
、
待
玉二
ヘ

龍
華
之
下
生
一
、
蔵
知
二
権
現
之
冥
助
ナ一
ル
コ
ト
ヲ
即
諾
ス
之
。
女
曰
、
従
レ
是
西

方
去
二
三
里
許
一
、
有
二
奴
可
ノ
嶽
ト一
云
、
絶
頂
ノ
池
中
、
有
二
八
頭
ノ
大
蛇
一
、

妻
二
乎
我
一
。
上
半
月
住
二
于
彼
一
、
下
半
月
來
二
于
此
ニ一
、
今
既
ニ
可
レ
來
、

慎
テ
勿
レ
怠
、
難
蔵
即
取
テ二
法
華
經
一
戴
二
之
頭
一
、
則
忽
變
二
九
頭
龍
一
。
于
レ 

時
八
龍
到
ル
焉
、
風
飄
々
乎
ト
シ
テ
雨
斜
タ々
リ
焉
。
雙
龍
闘
フ
コ
ト
乎
七
日
夜
、

動
」（
２
オ
）「
揺
如
二
雷
霆
一
、
威
耀
似
二
電
光
一
、
池
水
激
揚
シ
テ
、
波
色

變
スレ
血
。
八
龍
勢
盡
テ
、
曳
―

入
ン二
ト
ス
於
大
海
一
不
レ
果
、
現
二
小
身
一
、
入
ル二 

奴
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可
池
一
。

古
傳
曰
、
昔
シ
糠
部
有
二
八
郎
太
郎
ト
云
者
、
與
二
其
友
二
人
一
入
レ
山
、
採
二 

級
樹
皮
一
。是
為
二
作
莚
縄
又
堅
強
而　
　

可
レ
作
レ
綱
賣
以
為
二
民
間
之
業
一

。
其
友
二
人
入
レ
山
、
八
郎
太
郎
者
留
テ

朝
炊
ス
、
下
レ
谷
汲
レ
水
、
器
中
有
二
三
小
魚
一
稱
二
岩

穴
一
者 

悦
而
炙
レ
之
、
將
レ
頒
二

之
三
人
一
。
燔
―二
炙
ル
寸
之
一
、 

其
汁
滴
レ
手
、
試
―

嘗
ル
、
則
其
甘
美
不
レ
可

レ
言
也
、
故
不
レ
堪
レ
忍
、
皆
噉
盡
ス
焉
。
有
二
少
時
一
渇
甚
、
飲
レ
水
、
々

器
皆
盡
ク
矣
。
掬
二
谷
水
一
飲
レ
之
、
猶
未
レ
休
、
自
入
二
水
中
一

飲
、（
吸
勢

成
レ
波
）、
漸
次
形
變
シ
、
鱗
生
シ
、
角
萌
、
忽
ニ
為
ル二
大
蛇
一
、
友
人
帰
而

見
レレ
ハ
之
。
渓
邊
ノ
左
右
大
地
動
揺
シ
、
岸
涯
崩
レ
而
没
ル
（
水
）。
見
ル二
ニ

（
八
郎
）
其
形
（
容
）一
既
變
ス
、
二
人
大
ニ
恐
、
遁
去
矣
。
然
ル
ニ
十
和
田

沼
、
舊
ヨ
リ
有
二
雌
龍
一
、
無
二
雄
龍
一
、八
龍
入
レ
池
、
為
二
之
夫
婦
一
、
是

大
同
二
年
八
月
也
云
云
。

後
難
蔵
坊
、
成
レ
龍
、
入
二
彼
池
一
之
後
、
八
郎
太
郎
、
退
而
南
奔
リ二
志
波
」

（
２
ウ
）「
郡
一
、
上
二
高
水
寺
岡
一
、
望
ム二
ニ
南
方
一
。
壅
―下
塞
シ
テ
駒
嶽
ト
與
二
偵

岳
一
二
山
之
間
上
、
湛
二
之
北
上
河
水
一
、
没
シ
テ二
和
賀
・
稗
抜
両
郡
一
為
レ
池
。

則
甚
可
レ
得
二
游
泳
之
便
一
乎
。
密
ニ
相
議
之
時
、
東
ノ
方
於
二
小
岡
一
號
ス二
犬

吠
森
一

里

犬
吠
フ
、
八
郎
既
恐
二
（
機
密
）
漏
洩
一
去
、
歸
二
于
北
一
、
議
二
鹿
角
郡
一
鎮

祇
奮
励
不
レ
得
レ
侵
、奔
リ二
出
羽
國
一
入
二
比
内
沼
一
。
又
同
國
生
内
邑
ニ
有
レ
池
、

或
住
ス二
于
此
一
、
秋
往
二
比
内
一
、
春
彼
岸
之
時
正
、
到
二
生
内
一
云
。
到
則
満

池
之
氷
、
一
夜
忽
開
疊
二
岸
上
一
数
丈
、（
住
池
邊
民
家
竟
無
聞
畳
氷
之
音
）

最
可
レ
異
焉
。

私
曰
、
名
二
額
田
一
之
處
、
有
二
常
陸
・
越
後
・
陸
奥
之
三
處
一
、
常
州
者ニ
ハ

訓
二
奴
加
太
一
、
越
州
訓
二
加
久
太
一
、
奥
州
額
部
者
、
訓
二
加
宇
多
一
也
。
額

峯
里
石
林
山
者ハ

、
號
二
明
比
山
増
光
寺
一
、
光
仁
帝
寳
亀
八
年
丁
巳
建
―二
立

之
一
。
大
坂
山
者ハ

、
号
二
行
騫
山
大
釋
寺
一
、
亦
謂
二
波
平
山
一
也
。
東
風
流

云
、
部
惣
領
田
處
霊不
審
ハ

様
者
、
岩
木
山
百
澤
寺
。
惣
社
山
國
分
寺
、
去
何
山

神
宮
寺
、
又
猿
賀
山
共
云
也
。
熊
野
山
經
宮
寺
、
桓
武
天
皇
勅
額
ノ
寺
也
。

写
二
古
記
一
之
義

不
明　
　
　
　

」（
３
オ
）「

或
説
云
、
南
蔵
坊
、
糠
部
三
戸
永
福
寺
、
六
區
之
坊
ノ
内
、
蓮
華
坊
之
住

侶
而
、
於
二
斗
賀
村
一
建
二
観
音
堂
一
。
号
二
霊レ
イ
ゲ
ン現

堂
一
現
或
作
験

今
八
戸
領　

南
蔵
坊
之

所
二
圖
畫
一
之
両
界
之
曼
荼
羅
、
永
福
寺
什
物
也
、
裏
ニ
書
ス二
康
元
之
年
号
一
。

惜
乎カ
ナ、

延
寳
年
中
、
永
福
寺
焼
失
之
時
、
件
之
曼
荼
羅
、
亦
焼
畢
ヌ
。
又
霊

現
堂
ノ
前
有
二
古
鐘
一
、
銘
二
南
朝
吉
野
元
中
年
号
一
。
八
郎
太
郎
カ
子
孫
、
鹿

角
郡
ニ
于
レ
今
有
レ
之
云
云
」（
３
ウ
）

〈
大
尾
〉
元
禄
十
二
年
己
卯
三
月
書
之　
　
藤
根
吉
品

【
付
記
】

「
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
」
に
は
『
来
歴
集
』
の
閲
覧
お
よ
び
掲
載
許
可

を
、
村
中
健
太
氏
（
青
森
県
民
俗
の
会
）
に
は
十
和
田
伝
説
の
現
況
に
つ

い
て
の
ご
教
示
を
、
二
本
松
康
宏
・
泰
子
両
先
生
に
は
諏
訪
信
仰
に
つ
い

て
多
大
な
学
恩
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
。
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
あ
べ
・
み
き
お
／
日
本
口
承
文
芸
会
々
員
）


